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内
閣
府
の
経
済
社
会
構
造
に
関
す
る
有
識

者
会
議
「
日
本
経
済
の
実
態
と
政
策
の
在
り

方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が

設
置
し
た
「
成
長
の
た
め
の
人
的
資
源
活
用

検
討
専
門
チ
ー
ム
」（
座
長
＝
清
家
篤
・
慶
應

義
塾
長
）
は
四
月
九
日
、
経
済
成
長
を
担
う

人
材
育
成
を
促
進
し
、
人
的
資
本
の
蓄
積
を

可
能
と
す
る
新
た
な
経
済
社
会
構
造
に
対
応

し
た
人
的
資
源
活
用
に
関
す
る
報
告
（
タ
イ

ト
ル
＝
「
成
長
の
た
め
の
人
的
資
源
活
用
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
」）
を
ま
と
め
た
。

報
告
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
経
済
社
会
の
成

長
の
最
大
の
源
泉
は
「
人
的
資
源
」
と
し
た

も
の
の
、
非
正
規
雇
用
比
率
の
増
大
な
ど
に

よ
り
そ
の
形
成
や
活
用
に
問
題
が
生
じ
て
い

る
と
指
摘
。「
雇
用
の
安
定
化
」
の
仕
組
み

を
整
備
す
る
一
方
で
、
若
者
の
人
的
資
源
形

成
や
、
よ
り
多
元
的
な
働
き
方
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
人
材
が
よ
り
生
産
性
の
高
い
職

場
に
円
滑
に
移
動
で
き
る
必
要
性
を
強
調
し
、

今
後
の
検
討
の
方
向
性
と
し
て
、
短
時
間
正

社
員
な
ど
の
働
き
方
や
企
業
横
断
的
な
職
業

能
力
評
価
制
度
の
整
備
、
社
会
人
が
学
び
直

し
で
き
る
教
育
機
会
の
確
保
な
ど
を
提
示
し

た
。

労
働
、
教
育
な
ど
の
専
門
家
を
参
集

内
閣
府
の
経
済
社
会
構
造
に
関
す
る
有
識

者
会
議
は
、
昨
年
八
月
、
経
済
社
会
に
関
す

る
基
本
認
識
や
、
政
策
・
制
度
、
規
範
な
ど

の
あ
り
方
に
つ
い
て
有
識
者
の
意
見
を
聴
取

す
る
目
的
で
経
済
財
政
担
当
大
臣
の
下
に
設

置
さ
れ
た
会
議
。
同
会
議
の
下
に
置
か
れ
て

い
る
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、

Ｗ
Ｇ
）
の
一
つ
に
、
環
境
変
化
を
乗
り
越
え

る
新
た
な
成
長
モ
デ
ル
の
構
想
な
ど
を
議
論

す
る
「
日
本
経
済
の
実
態
と
政
策
の
在
り
方

に
関
す
る
Ｗ
Ｇ
」（
主
査
＝
伊
藤
元
重
・
東
京

大
学
大
学
院
教
授
）
が
あ
る
。

Ｗ
Ｇ
で
は
、
人
口
減
少
の
な
か
で
成
長
を

実
現
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
労
働
生
産
性

の
向
上
な
ど
に
よ
る
付
加
価
値
生
産
性
の
向

上
と
、
そ
れ
に
伴
う
教
育
、
働
き
方
の
見
直

し
や
、
創
造
力
豊
か
な
人
材
を
育
て
中
間
層

の
厚
み
を
回
復
す
る
こ
と
な
ど
が
検
討
事
項

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
的
資
源
の
現

状
に
つ
い
て
Ｗ
Ｇ
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、

雇
用
構
造
の
変
化
が
起
き
る
な
か
で
非
正
規

労
働
者
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
も
影
響
し
、

「
企
業
、
個
人
の
人
材
育
成
へ
の
投
資
が
伸

び
悩
み
、
成
長
の
た
め
の
最
適
な
人
的
資
源

活
用
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
」
と
現
況
を
懸
念
。

「
人
的
資
本
形
成
の
遅
れ
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
り
我
が
国
の
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
影
響
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
か

ら
、
経
済
、
労
働
、
教
育
、
社
会
保
障
の
専

門
家
を
集
め
て
Ｗ
Ｇ
の
下
に
さ
ら
に
「
成
長

の
た
め
の
人
的
資
源
活
用
検
討
専
門
チ
ー

ム
」
を
今
年
二
月
か
ら
開
催
し
て
、
専
門
的

な
見
地
か
ら
人
的
資
源
活
用
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

全
年
齢
で
の
資
本
蓄
積
の
減
少
を
危
惧

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
は
三
章
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
主
に
経
済
社

会
の
成
長
と
人
的
資
源
の
関
係
を
整
理
。
第

二
章
で
は
人
的
資
源
活
用
の
方
向
性
を
論
考

し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
第
三
章
で
、
今

後
の
検
討
の
方
向
性
に
つ
い
て
、「
当
面
の
対

応
」と「
中
期
的
な
制
度
的
対
応
の
方
向
性
」

と
に
分
け
て
言
及
し
た
。

第
一
章
か
ら
具
体
的
な
内
容
を
み
て
い
く

と
、
わ
が
国
で
は
、
戦
後
の
日
本
の
雇
用
シ

ス
テ
ム
の
下
で
、
企
業
に
お
い
て
毎
年
相
当

数
の
人
材
に
必
要
な
人
的
投
資
が
継
続
的
に

行
わ
れ
、
高
度
経
済
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊

前
ま
で
の
成
長
パ
タ
ー
ン
を
支
え
た
と
、
過

去
の
成
長
と
人
的
資
源
の
関
係
を
振
り
返
っ

た
。
ま
た
、
学
校
教
育
も
企
業
が
教
育
訓
練

を
担
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し
て
大
学

進
学
を
前
提
と
し
た
基
礎
的
な
学
力
を
重
視

す
る
教
育
だ
っ
た
と
整
理
し
た
。

し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術

革
新
な
ど
に
よ
り
、
労
働
投
入
量
の
変
動
化

な
ど
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
雇
用
に
占

め
る
非
正
規
雇
用
の
比
率
が
上
昇
。
こ
う
し

た
雇
用
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
従
来
の
企

業
主
体
の
教
育
訓
練
の
対
象
と
な
ら
な
い
若

年
者
が
増
加
し
て
き
た
。
こ
の
状
態
が
継
続

す
れ
ば
、
人
的
資
本
蓄
積
が
進
ま
な
い
若
年

層
が
高
齢
化
し
、
全
年
齢
層
に
わ
た
っ
て
人

的
資
本
蓄
積
が
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
と
報
告
は
警
告
し
た
。

失
業
を
経
ず
高
生
産
性
部
門
へ
移
動
を

報
告
は
、
人
的
資
源
と
成
長
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
マ
ク
ロ
経
済
と
雇
用
は
、「
相
互
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
と
指
摘
。
そ
の
た

め
、
構
造
的
に
労
働
需
要
が
減
少
し
雇
用
が

保
蔵
さ
れ
て
い
る
部
門
か
ら
、
構
造
的
に
労

働
需
要
が
拡
大
し
、
か
つ
生
産
性
が
高
い
部

門
へ
の
労
働
移
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、「
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
好
影
響
が
期
待
さ
れ

る
」
と
言
及
し
た
。

た
だ
、
そ
の
労
働
移
動
に
関
し
て
は
、
高

生
産
性
部
門
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
と
、
同
部

門
へ
の
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
効
果

的
な
教
育
訓
練
機
会
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、

「
人
的
資
本
を
で
き
る
だ
け
損
な
う
こ
と
な

く
、
企
業
内
外
の
よ
り
高
い
生
産
性
の
部
門

へ
失
業
を
経
な
い
で
移
動
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
条

件
を
付
け
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
向
に
、
政
策
形
成
・

制
度
慣
行
を
変
革
す
る
際
に
は
、
自
ら
人
的

投
資
を
行
う
こ
と
を
個
人
に
促
す
こ
と
が
必

要
だ
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
関
係
者
の
協
力

が
不
可
欠
」
だ
と
強
調
。「
関
係
者
が
納
得

感
を
持
っ
て
、
自
発
的
な
行
動
変
容
を
起
こ

す
こ
と
を
促
す
よ
う
、
十
分
な
時
間
的
余
裕

と
合
理
的
期
待
が
抱
け
る
よ
う
な
将
来
像
を

伴
っ
た
政
策
提
示
が
重
要
」
と
促
し
た
。

新
た
な
安
定
と
柔
軟
の
バ
ラ
ン
ス
を

第
二
章
の
人
的
資
源
活
用
の
方
向
性
（
図

表
）
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
し
、

ト
ピ
ッ
ク
ス

人

材

活

用

2

内
閣
府
専
門
チ
ー
ム
が
雇
用
安
定
と
円
滑
な
労
働
移
動
を
報
告
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か
つ
少
子
高
齢
化
が
進
行
、
人
口
が
減
少
し

て
い
く
現
状
の
な
か
で
成
長
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
①
労
働
投
入
量
を
抑
え
て
い
く

た
め
の
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
な
ど
の
就
業

率
の
向
上
②
労
働
の
付
加
価
値
生
産
性
を
高

め
る
こ
と
と
、
外
部
労
働
市
場
の
整
備
や
教

育
訓
練
の
実
施
に
よ
り
最
適
な
人
材
配
置
を

図
り
、
よ
り
生
産
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
③
生
産
性
が
高
い
産
業
構
造
の
形

成
支
援
④
蓄
積
さ
れ
た
人
的
資
本
を
適
切
に

評
価
す
る
社
会
の
あ
り
方
が
必
要
な
こ
と
―

―
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
提

言
。ま

ず
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
長

期
雇
用
な
ど
の
「
安
定
性
」
と
、
労
働
時
間

や
非
正
規
雇
用
な
ど
に
よ
る
「
柔
軟
性
」
で

成
立
し
て
き
た
が
、
人
的
資
本
を
蓄
積
し
て

成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
「
安
定
性
」
と

「
柔
軟
性
」
の
新
た
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し
た
。

多
元
的
な
無
期
雇
用
契
約
の
普
及
を

ま
た
、
働
き
方

が
「
正
社
員
」
と

「
非
正
規
雇
用
」

と
に
二
極
分
化
し

た
な
か
で
は
、
職

務
内
容
や
労
働
時

間
、
勤
務
場
所
な

ど
を
限
定
し
た
い

と
い
う
労
働
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
な
い
と
し
て
、

残
業
な
し
の
短
時

間
正
社
員
や
職
種

限
定
正
社
員
な
ど

多
元
的
な
無
期
雇

用
形
態
を
、
雇
用

契
約
の
多
元
化
や

明
示
な
ど
を
通
じ

て
可
能
に
し
て
普

及
さ
せ
、「
各
雇
用

形
態
間
を
労
働
者

個
人
の
選
択
に

よ
っ
て
相
互
に
移

行
可
能
に
し
て
い

く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
」
と
提
案
。

職
業
能
力
開
発

面
で
は
、
転
職
し
て
も
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
に
、
専
門
能
力
活
用
型
の
ジ
ョ
ブ
型
労

働
市
場
の
整
備
を
図
る
べ
き
だ
と
し
て
、
職

業
能
力
を
レ
ベ
ル
ご
と
に
的
確
に
評
価
で
き
、

転
職
し
た
場
合
に
そ
れ
が
賃
金
に
反
映
さ
れ

る
「
企
業
横
断
的
な
職
業
能
力
評
価
制
度
の

整
備
が
必
要
」
だ
と
主
張
し
た
。

新
卒
で
の
雇
用
安
定
は
今
後
も
重
要

若
者
へ
の
人
的
資
源
形
成
機
会
の
提
供
に

つ
い
て
は
、
新
卒
時
に
安
定
し
た
職
を
得
て
、

腰
を
据
え
て
職
業
能
力
を
養
成
し
、
雇
用
の

安
定
を
図
っ
て
い
く
一
方
、
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
な
ど
安
定
的
な
雇
用
が
得
ら
れ
ず
長

期
間
が
経
過
し
て
い
る
者
に
教
育
訓
練
や
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
、
精
神
面
も
含
め
た
重
点
的

な
支
援
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
行
う
べ
き

だ
と
し
た
。

ま
た
、
今
後
も
人
的
資
源
に
果
た
す
教
育

訓
練
の
役
割
は
大
き
い
が
、
企
業
の
人
材
育

成
だ
け
で
な
く
、
時
代
に
合
っ
た
多
様
な
人

的
資
源
形
成
の
た
め
に
教
育
の
あ
り
方
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

当
面
は
高
生
産
性
部
門
へ
の
適
合
を

以
上
述
べ
て
き
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
イ

メ
ー
ジ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
報
告
は
、「
当

面
の
対
応
」
と
し
て
、
費
用
対
効
果
が
高
い
、

高
生
産
性
部
門
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
、
同
部

門
の
拡
大
と
と
も
に
重
点
的
に
専
攻
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
提
言
。
ま
た
、

若
者
へ
の
人
的
投
資
は
、
投
資
回
収
期
間
が

長
く
、
人
的
資
源
形
成
が
適
切
に
行
わ
れ
な

い
層
が
拡
大
す
る
と
経
済
成
長
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
新
卒
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
若
年
非
正
規
雇
用
に
対
す
る
オ
ン
ザ

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
必
要
だ
と
提

起
し
た
。

中
長
期
で
は
限
定
正
社
員
ル
ー
ト
を

一
方
、「
中
長
期
的
な
制
度
的
対
応
の
方
向

性
」
で
は
、
雇
用
労
働
に
関
し
て
は
、
無
限

定
型
の
正
社
員
は
今
後
も
重
要
な
位
置
を
占

め
る
も
の
の
、
様
々
な
雇
用
形
態
間
を
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
応
じ
て
相
互
に
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
が
無
限
定
型
だ
け
で
な
く
、
限
定

型
の
正
社
員
に
移
行
す
る
ル
ー
ト
を
確
立
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

企
業
を
越
え
た
労
働
移
動
の
円
滑
化
の
た

め
に
は
企
業
の
雇
用
保
障
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
明
確
化
が
課
題
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
も
計
画
的
に
人
員
削

減
を
実
施
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
と
と
も
に
、

企
業
外
部
で
効
果
的
な
教
育
訓
練
機
会
が
乏

し
く
、
移
動
の
た
め
の
市
場
が
労
働
市
場
内

に
十
分
発
展
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
、「
人
的

資
本
を
で
き
る
だ
け
損
な
う
こ
と
な
く
、
よ

り
高
い
生
産
性
の
部
門
へ
失
業
を
経
な
い
で

移
動
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
改
革
の
た

め
の
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

た
。こ

の
ほ
か
、
教
育
で
は
、
職
業
に
必
要
な

基
礎
的
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
、
社
会

人
の
学
び
直
し
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
提
言
。
社
会
保
障
で
は
現
役
世
代
に
も
必

要
な
保
障
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
制
度
全
般

の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
だ
と
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図表　検討の方向性と追加的な選択肢




